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1.　案件名
カンボジア国主要国際港湾保安施設･機材整備計画基本設計調査

2.　要請の背景(協力の必要性・位置付け）

シハヌークビル港はカンボジア王国（以下、「カ」国）の石油輸入貯蔵基地として、また
「カ」国の海上交易の約90％を取扱う唯一の海に面した大水深港湾である。内戦終結後、
1993年のカンボジア王国建国以来、年平均約6％の伸びを示したGDPの増大に対応して、同港
の取扱貨物量は急増し、特にコンテナ貨物は平均16％増加した。このため同港の重要性は
年々高まり、衣料品と靴などの製造業は同国経済発展の一翼を担っている。これらは輸出貨
物の80％を占め、同国最大の輸出産業であり、その全量がシハヌークビル港からシンガポー
ル経由で米国・EU等に海路で輸出されている。

米国への輸出を貿易の柱とする「カ」国にとって、2001年9月11日に米国で起きた同時多
発テロ以来、SOLAS条約（海上における人命の安全のための国際条約）の改正に基づくISPS
コード（船舶と港湾施設の国際保安コード：International Ship and Port Facility
Security Code） を遵守し、港湾保安対策及び保安体制を整備・強化することが緊急の課題
となっている。
「カ」国政府はシハヌークビル港及び首都にあるプノンペン港と共に保安整備対象国際港

と定め、シハヌークビル港については2004年に他国の港との商業活動の維持と活性化と安全
確保を目的とした「シハヌークビル港施設保安計画」を策定済、また、プノンペン港につい
ても同様の計画を策定済であり、「カ」国内における最終的な承認待ちの状況にあるが、計
画内容にかかる実質的な確認は完了しており、近日中に承認される見込みである。承認後は
同保安計画に基づく港湾保安の強化が図られる予定である。

このような状況下、シハヌークビル港は我が国の有償資金協力によりコンテナターミナル
を整備中であり、近代的な国際港湾を目指している。それに伴い、港湾運営も高度化・複雑
化してきており、現在の港湾保安体制では、必要な保安水準の維持が困難な状況となってき
ている。すなわち、港湾地区内の既存の施設・機材では、陸上からあるいは海上から港湾地
域に進入してくる不審者（車両・船）を発見し、その侵入を阻止するには、不十分な状態と
なっている。

このように港湾保安体制の緊急な改善が求められる中、「カ」国政府はシハヌークビル港
及びプノンペン港の保安対策の強化を目的として、我が国政府に無償資金協力による施設・
機材の整備を要請した。

3.　プロジェクト全体計画概要
(1) プロジェクト全体計画の目標(裨益対象の範囲及び規模）
　カンボジア国内の主要国際港湾である両港に保安施設・機材を整備することにより、港湾
区域内の人及び貨物の管理が強化され、ISPSコードの強制要件を満足する保安体制が確立す
る。
　これにより、制限地区及び海域への不審者・テロリストの不法侵入や危険物の持ち込みが
未然に防止され、旅客・貨物船舶及び港湾業務従業員の安全性が向上する。
裨益対象の範囲及び規模：港湾利用者年間約88万人（2005年）

(2) プロジェクト全体計画の成果
シハヌークビル港及びプノンペン港に港湾保安施設・機材が整備される。

(3) プロジェクト全体計画の主要活動
1)シハヌークビル港に港湾保安施設が建設及び機材が調達・据付される。
2)プノンペン港に港湾保安施設が建設及び機材が調達・据付される。
3)シハヌークビル港及びプノンペン港において港湾保安の実施体制が確立する。
4)シハヌークビル港及びプノンペン港において施設・機材の維持管理体制を確保する。

(4) 日本側及び「カ」国側の資金投入(インプット)
1)日本側：無償資金協力9.25億円
2)「カ」国側：0.05億円
　・施設・機材の維持管理に係る経費
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(5) 実施体制
主管官庁：公共事業運輸省（MPWT)及び経済財務省（MEF)

実施機関：プノンペン港湾公社（PAP）、シハヌークビル港湾公社（PAS)、関税消費税局
（CED)

4.　無償資金協力案件の内容
(1) サイト
シハヌークビル港及びプノンペン港

(2) 概要　
X線コンテナ検査装置（付属建物建設含む）、CCTVカメラ監視システム、船舶航行監視シス
テム（VTMS)、IDパスカードシステム等の調達と据付、保安管理棟の整備、油濁防止用機材
及びパトロールボートの調達

(3) 相手国負担事項
1)制限区域（港湾陸域）を取り囲む外周フェンスの破損箇所の点検補修
2)ヤード内既設照明施設の点検補修
3)VTMS用タワー建設場所の既設施設の撤去と整備
4)プノンペン港の保安管理棟建設時の仮ゲートの整備
5)ユーティリティーの供給

(4) 概算事業費
概算事業費 9.30億円 (無償資金協力 9.25億円、「カ」国側負担 0.05億円)

(5) 工期
詳細設計・入札期間を含め約16.5ヶ月(予定)

(6) 貧困、ジェンダー、環境および社会面の配慮
1)現地からの雇用・調達を優先する
2)保安機材の据付は既存の港湾敷地内で行い、追加の用地確保は行わない。
3)工事中及び運用時の貨物輸送交通等への支障、港湾活動に対する影響を最小に抑える。

5.　外部要因リスク
特になし

6.　過去の類似案件からの教訓の活用
特になし

7.　プロジェクト全体計画の事後評価に係る提案
(1) プロジェクト全体計画の目標達成を示す成果指標
1)シハヌークビル港でのコンテナ透視検査（現在γ線）時間の減少　

2)港湾区域における入退出管理と監視システムによる不審者（車輌・船）の正確な把握

　港湾区域内の人（車輌・船）の動きが把握できるようになり、これまで具体的なデータと
して蓄積されていなかった不審者（車輌・船）の人・台数に関するデータが正確に把握可能
となる。

(2) その他の成果指標
1)パトロールボート（18ノット）の整備により、不審船等へのアクセス時間が短縮される。
2)両港の安全性が強化されることにより、輸出入貨物が増加し、貿易が促進される。

(3) 評価のタイミング
2009年以降（施設完成後１年経過後）

項目 現状(2006年) 計画後(2009年) 

コンテナ透視検査時間 5分/個(γ線装置) 3分/個(X線装置) 
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6.参考資料/入手資料リスト

番号 名称 形態（図書、ビデオ、地図、写真等） オリジナルコピー 発行機関 発行年

1 シハヌークビル港湾平面図 図面 コピー シハヌークビル港湾局 2006

2 シハヌークビル港営業収入(2000/2005) 冊子 コピー シハヌークビル港湾局 2006

3 シハヌークビル港ICD料金 冊子 コピー シハヌークビル港湾局 2005

4 シハヌークビル港全計 冊子 コピー シハヌークビル港湾局 2001

5 シハヌークビル港・プノンペン港港湾施設保安計画書 冊子 コピー
シハヌークビル港湾局
プノンペン港湾局

2004

6 Sihanoukville Autonomous Port 冊子 オリジナル シハヌークビル港湾局 2005

7 シハヌークビル港湾のICD規約・平面図 冊子 コピー シハヌークビル港湾局 2006

8 シハヌークビル気象データ 電子データー コピー シハヌークビル気象観測所 2005

9 Emergency Response Assistance Agreement 図書 コピー シハヌークビル港湾局 2002

10 保安計画制限水域海図 図書 コピー シハヌークビル港湾局 2005

11 保安計画行動マニュアル 図書 コピー シハヌークビル港湾局 2005

12 船舶運行実績表 図書 コピー シハヌークビル港湾局 2006

13 シハヌークビル港湾局組織表 図書 コピー シハヌークビル港湾局

14
PAS所有船舶要目
所有船舶出動回数、主機関/補機関運転時間
タグボート及びパイロットボート維持・修繕費

図書 コピー シハヌークビル港湾局 2003-2005

15
シハヌークビル港月別寄港オイルタンカー隻数
2006年シハヌークビル港の旅客船寄港隻数

図書 コピー シハヌークビル港湾局
2000-2005
2006

16 地質調査資料（シハヌークビル港） 図書 コピー シハヌークビル港湾局 2004

17 CED組織表 冊子 コピー CED

18 CED営業収入　2005 冊子 コピー CED 2005

19 シハヌークビル港ゲート通過交通量2005年12月 図書 コピー シハヌークビル港湾局 2006
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